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10710.2　重力集じん装置

!"

重力集じん装置は含じんガス中に含まれる粒子を，重力による自
然沈降によって分離する装置である。粒子の終末沈降速度（分離速
度）w（!"#）は，$表 %&'%(%に示したように粒子径 dp（!）の )乗に
比例するので，粒子が大きければ容易に分離できる。

⑴　ガス速度と沈降速度の関係
集じん装置内の流れが完全な層流の場合，粒子は水平方向には気
流と同一の速度 v&（!"#）で，垂直方向には終末沈降速度 wg（!"#）
で集じん壁方向に移動する。すなわち，模式的には図 %&')(%⒜に
点線で示すように，直線的に運動して集じん極へ到達する。気流速

ここに，CD：物体の抵抗係数（－）
いま，物体が直径 dp（!）の球とすれば，A * pdp)"+だから，抗力は
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となる。この物体の抵抗係数は実験により求められているが，レイノルズ
数 Rep * dpvrg "mの関数となることが知られている。なお，m（,-・#）は流
体の粘度である。
ストークスは，レイノルズ数が Rep＜ &'.の場合，球の抗力 Dを粘性流

体の運動方程式より，次式のように表している。
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　したがって，上記 )式の Dを等置すると
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